
　本年４月から、業務として男女共同参画推進に関わっています。以前から業務以外でも関わ
ってきましたが、より強く関わるようになっています。生活の中の様々な場面で、『慣習という

「壁」』が、高低の差こそあれ推進の障がいになっていることを感じており、業務だけでなく、この「壁」をなくすように、
自らも気をつけて生活したいと、改めて肝に銘じています。（長）
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　男性の料理教室では、『バターチキンカレー、柴
漬け入りポテトサラダ、ツナ入りキャロットラぺ、
ブロッコリーとちくわのバリ旨ねぎ塩レモンサラ
ダ』を作りました。参加者アンケートでは、「とて
も楽しく、おいしい料理の作り方を学べた」「次も
参加したい」「家族に手料理をふるまいたい」など
の声がありました。

　福智町教育委員会学校教育課学校給食係の三浦俊
祐さんを講師に迎え、令和６年２月28日（土）に田
川市内在住・在勤の男性を対象に、ゆめっせ男性の
料理教室を、令和６年３月23日（土）に田川市内に
在住・在学の小学生及び男性の保護者を対象に、ゆ
めっせ親と子の料理教室を開催しました。

　令和６年６月15日（土）、田川青少年文化ホールで「ゆめっせ
フェスタ2024」を開催しました。
　講師には、減災と男女共同参画 研修推進センター共同代表の
浅野幸子さんをお迎えして、「災害に強い地域づくり ～防災・減
災に活かす多様性の力～」というテーマで講演をしていただき、
約180人が参加しました。
　浅野さんは阪神・淡路大震災の際に被災地へ学生ボランティア
として活動されたあと、東日本大震災女性支援ネットワークへの
参画、国の「避難所運営ガイドライン」や「男女共同参画の視点
からの防災・復興ガイドライン」策定など、国や自治体の防災政
策にも関わられています。災害発生時から復興の期間だけでなく
平時からの男女共同参画や障がい者、若者など多様性に配慮した
防災対策が必要であるとのお話がありました。
　また、当日には、田川市の防災担当である安全安心まちづくり
課の協力で防災関連物資の展示ブースを開設、パーテーションや
段ボールベッドの展示、田川市災害対応ガイドブックや非常食な
どを希望者に配布しました。

【参加者の声】
●自然災害発生後の問題に男女平等の観
点が関わってくることを初めて知った。

●地域防災を語るには男女共同参画の視
点は必要不可欠だと思った。

●防災・減災に対する質の向上にどれほ
ど多様性の力が必要か、認識を深める
ことが出来た。
●普段から感じているレッテル、偏った
価値観が災害時、どのようなかたちで
問題としてあらわれるのか改めて考え
ることができた

ゆめっせゆめっせ

男性の料理教室

　親と子の料理教室では『チーズオムライス、お豆
腐入りチキンナゲット、ケーキポップス風デコドー
ナツ』を作りました。参加者は、「親子で料理する
ことがなかったのでこれを機に家でも続けたい」「父
親が料理をするいい機会でした」との意見がありま
した。

　料理教室で習った料理を自宅で作って、家族で楽
しく食べてもらうことで家事・育児への参画の一歩
になり、お互いを支えあう意識を持ってくれるよう
にと願っています。

親と子の料理教室

▲展示ブース
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